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丹波高原につつまれ 人の交流・連携で築く ぬくもりと躍動のあるまち

初めての乗馬に
ドキドキ、ワクワク
　８月５日に和知地区出野の「ヤマモリふぁーむ」
で開催した「親子四季体験教室」のひとコマ。
参加した子どもたちは、胸をドキドキ、ワクワク
させながら、初めての乗馬を楽しんでいました。

華麗にバトンパス
運動会の花形競技といえばやっぱりリレー。
クラスが一致団結し、バトンをつないで
いました。（蒲生野中学校体育祭でのひ
とコマ）

このコーナーは、町営バスの利用実態を皆さんにご理解いただくため、
毎月、１カ月間の路線ごとの町営バス利用状況をお知らせしています。

 
路線名

  利用者数（人）
   一般 生徒学生など 計

丹 波 和 知 線

丹 波 桧 山 線

高 原 下 山 線

竹 野 線

小 野 鎌 谷 線

猪鼻戸津川線

質 美 線

仏 主 線

長 瀬 線

才 原 大 簾 線

上 乙 見 線

合 計

丹 波 和 知 線

丹 波 桧 山 線

高 原 下 山 線

竹 野 線

小 野 鎌 谷 線

猪鼻戸津川線

質 美 線

仏 主 線

長 瀬 線

才 原 大 簾 線

上 乙 見 線

合 計

680（－401）

72（－ 40）

237（－ 28）

66（＋ 15）

292（＋ 51）

336（＋ 48）

767（＋121）

423（－ 49）

485（－112）

143（－ 33）

49（－ 6）

3,550（－434）

　6月  

747

73

226

66

388

296

722

457

528

208

51

3,762

　7月  

758

73

184

86

294

298

664

377

457

150

28

3,369

　8月  

1,081

112

265

51

241

288

646

472

597

176

55

3,984

　9月  

680

72

237

66

292

336

767

423

485

143

49

3,550

3,644（＋3,622）

2,293（＋2,293）

2,766（＋2,766）

0（± 0）

946（＋ 724）

604（＋ 480）

1,486（＋1,081）

727（＋ 309）

734（＋ 442）

2,344（＋ 960）

1,964（＋1,812）

17,508（＋14,489）

4,324（＋ 3,221）

2,365（＋ 2,253）

3,003（＋ 2,738）

66（＋ 15）

1,238（＋ 775）

940（＋ 528）

2,253（＋ 1,202）

1,150（＋ 260）

1,219（＋ 330）

2,487（＋ 927）

2,013（＋ 1,806）

21,058（＋14,055）

路線名
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［特集］平成17年度まちの決算

総額118億円

町
で
は
こ
の
ほ
ど
、小
型
バ
ス（
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
型
、
３４
人
乗
り
）１
台
、中
型
バ
ス

（
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
型
、
５９
人
乗
り
）２
台
の
計
３
台
の
新
車
両
を
導
入
し
、
１０
月
２
日

か
ら
運
行
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
車
両
更
新
は
、合
併
に
伴
い
旧
瑞
穂
町
か
ら
引
き
継
い
だ
中
型
バ
ス（
平

成
３
年
式
、
５１
人
乗
り
）の
老
朽
化
に
よ
る
も
の
。い
ず
れ
の
車
両
も
購
入
か
ら
１５

年
が
経
過
し
、安
全
性
の
面
に
お
い
て
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
新
し
い
車
両
に
切

り
替
え
ま
し
た
。

新
車
両
は
す
べ
て
、低
床
型
で
ス
ロ
ー
プ
付
き
。
車
内
の
座
席
間
が
広
く
、ゆ
っ
た

り
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、車
イ
ス
で
も
利
用
で
き
る
な
ど
、高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
人
に
配
慮
し
た
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、小
型
バ
ス
は
瑞
穂
地
区
の
小
野
・
鎌
谷
線（
桧
山
―
瑞
穂
病
院
―
鎌
谷

奥
）で
、中
型
バ
ス
は
丹
波
地
区
の
各
路
線
、瑞
穂
地
区
の
質
美
線（
桧
山
―
瑞
穂

病
院
―
下
山
駅
）で
運
行
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、車
両
後
部
の
電
光
表
示
板
に
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
が
発
光
し
て
い
る
と
き
は
、京

丹
波
町
役
場
へ
速
や
か
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

おそれ入りますが、車イスでご利用される方は、
事前に企画情報課までご連絡ください。

企画情報課交通対策係　電話８６－３８０１
高齢者や障害のある人に配慮した

スロープ付き
ノンステップ型の小型バス（桧山バスターミナル）

車両後部の非常表示灯

中型バス（町中央公民館前）
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平成17年度まちの決算

総額118億円
　合併初年度の平成17年度（10月11日―平成18年3月31日）の決算がまとま
り、9月の議会定例会で承認されました。
　歳出決算総額は118億5,176万円（1万円未満四捨五入、以下同じ、財産区会
計除く）。内訳は一般会計が64億6,809万円、特別会計が53億8,367万円とな
りました。

町
税
収
入
や
使
用
料
・
手
数
料
、
財
産
収
入
な
ど
、
町
が

自
ら
の
力
で
収
入
で
き
る
お
金
（
自
主
財
源
）
は
歳
入
全
体

の
約
一
八
％
で
、
残
り
の
約
八
二
％
は
、
国
・
府
か
ら
の
お

金
や
、
町
債
（
借
入
金
）
な
ど
に
頼
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
町
税
収
入
は
、
六
億
二
三
七
万

円
（
全
体
の
八
・
七
％
）
で
、
収
入
で
き
な
か
っ
た
未
徴
収

額
が
、
約
二
億
二
、
九
〇
〇
万
円
。
今
後
、
町
税
収
入
を
し

っ
か
り
と
確
保
し
て
い
く
た
め
、
本
年
度
設
置
し
た
「
税
等

徴
収
対
策
委
員
会
」
な
ど
を
通
じ
て
、
徴
収
機
能
を
強
化
し

て
い
き
ま
す
。

一
方
、
依
存
財
源
に
は
大
き
く
分
け
て
、
地
方
交
付
税
や

国
庫
・
府
支
出
金
な
ど
、
国
や
府
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
、
割

り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
お
金
と
町
債
が
あ
り
ま
す
。

町
債
は
道
路
や
施
設
を
整
備
す
る
た
め
に
借
り
入
れ
る

お
金
で
、
一
八
億
九
、
九
二
〇
万
円
（
全
体
の
二
七
・
五
％
）。

こ
の
う
ち
地
方
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
べ
き
額
の
不
足
を

補
う
た
め
、
四
億
四
、
〇
〇
〇
万
円
の
臨
時
財
政
対
策
債
を

発
行
し
ま
し
た
。

歳
入
の
グ
ラ
フ
で
示
す
と
お
り
、
自
主
財
源
が
少
な
く
、

国
や
府
へ
の
依
存
率
が
高
い
本
町
に
と
っ
て
、
地
方
交
付

税
や
国
庫
補
助
負
担
金
の
削
減
・
縮
小
な
ど
近
年
、
国
が
進

め
る
地
方
行
財
政
改
革
に
よ
る
影
響
は
大
き
く
、
今
後
ま

す
ま
す
歳
入
の
確
保
が
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

歳
出
決
算
額
は
六
四
億
六
、
八
〇
九
万
円
。
歳
入
総
額
か

ら
歳
出
総
額
を
差
し
引
き
、
さ
ら
に
平
成
十
八
年
度
へ
繰
り

越
し
た
一
、
八
九
一
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
四

億
八
二
四
万
円
の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
財
政
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
指
標
で
あ
る
経
常
収

支
比
率
は
九
三
・
六
％
。
経
常
収
支
比
率
と
は
、
町
税
な
ど

毎
年
度
経
常
的
に
収
入
で
き
る
一
般
財
源
を
、
人
件
費
や
公

債
費
（
道
路
や
施
設
を
整
備
す
る
た
め
に
借
り
入
れ
た
お
金

の
返
済
金
）
な
ど
毎
年
度
経
常
的
に
支
出
す
る
経
費
に
ど
れ

く
ら
い
充
て
て
い
る
か
を
み
る
も
の
で
す
。

こ
の
比
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
自
由
に
使
え
る
財
源
（
お
金
）

が
少
な
く
、
財
政
運
営
が
厳
し
く
な
り
ま
す
。
普
通
七
〇
―

八
〇
％
が
標
準
的
と
さ
れ
、
こ
れ
を
著
し
く
超
え
て
い
る
本

町
の
財
政
状
況
に
は
余
裕
が
な
く
、
硬
直
化
を
示
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
既
存
の
事
務
・
事
業
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
経

常
経
費
の
抑
制
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
合
併
に

伴
う
庁
舎
改
修
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
合
併
推
進
費

（
四
億
五
五
二
万
円
）、
和
知
地
区
の
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

基
盤
整
備
（
二
億
七
、
六
一
五
万
円
）、
障
害
者
支
援
費
（
八
、

〇
〇
二
万
円
）、
担
い
手
農
家
の
支
援
・
特
産
物
作
付
助
成

な
ど
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
助
成
事
業
（
一
、
五
二
七
万

円
）、
町
道
の
改
良
・
舗
装
工
事
（
三
億
一
、
三
五
一
万
円
）

な
ど
。
こ
の
ほ
か
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
支
出
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
﹇
歳
入
﹈

一
般
会
計
﹇
歳
出
﹈

歳 入
68億

9，523万円

歳 出
64億

6，809万円

町税（8.7％）
6億237万円

地方交付税
（25.7％）

17億7,207万円

国庫・府支出金（23.5％）
16億1,673万円

総務費（21.6％）
13億9,873万円

農林水産業費
（15.0％）
9億6,909万円

公債費（17.4％）
11億2,241万円

民生費（13.7％）
8億8,800万円

衛生費（6.3％）
4億464万円

消防費（2.3％）
1億4,837万円

教育費（5.2％）
3億3,688万円

土木費（12.1％）
7億8,355万円

町債（27.5％）
18億9,920万円

使用料及び手数料（1.5％）
1億125万円

その他（8.2％）
5億6,348万円

・分担金・負担金
　 7,440万円
・財産収入
　 3,385万円
・寄付金
　 949万円
・諸収入
 4億3,907万円
・繰入金
　 667万円

その他（4.9％） 3億4,013万円

・地方譲与税 1億4,125万円
・利子割交付金 418万円
・配当割交付金 　298万円
・株式等譲渡所得割交付金 673万円
・地方消費税交付金 7,580万円
・ゴルフ場利用税交付金 4,073万円
・自動車取得税交付金 6.688万円
・交通安全対策特別交付金 158万円

その他（6.4％）　4億1,642万円

・議会費 3,961万円
・労働費 2万円
・商工費 3,311万円
・災害復旧費 3億4,368万円

一般会計

歳出
（目的別）

一般会計

歳入

自主財源

依存財源

特集
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平成17年度まちの決算

総額118億円特集

総務費 １３億９，８７３万円
○京丹波町合併記念式典 ２８９万円

○アスベスト調査業務委託 １，００８万円

○山陰本線複線化事業補助金 ２，３８３万円

○町営バス運営調査業務委託 ２１万円

○合併推進費（庁舎改修、備品購入、電算システム開発など）

 ４億 ５５２万円

○地域イントラネット基盤施設整備（和知地区） ２億７，６１５万円

民生費 ８億８，８００万円
○障害者共同作業所入所訓練事業補助 ２，６７３万円

○障害者支援費 ８，００２万円

○老人医療給付費 １，８０１万円

○乳幼児医療・すこやか子育て医療給付費 ２，２１２万円

○保育所の運営管理 ６，４５５万円

衛生費 ４億 ４６４万円
○各種健（検）診 １，７０９万円

○予防接種業務 １，３２６万円

○船井郡衛生管理組合分担金 ７，７８６万円

○合併処理浄化槽設置補助 ７９９万円

農林水産業費 ９億６，９０９万円
○農業委員会関係事業 ７０３万円

○中山間直接支払事業 ９，８１９万円

○水田農業構造改革対策助成事業

　（担い手支援、特産物作付助成など） １，５２７万円

○有害鳥獣防護柵等設置事業 ５２３万円

○南丹区域農用地総合整備事業 １億４，０４７万円

○丹波食彩の工房運営費 ４，１０１万円

○農村情報施設（ＣＡＴＶ）管理費 ５，２１９万円

○道の駅「和」・山野草の森管理委託 １，１２１万円

土木費 ７億８，３５５万円
○町道改良・舗装工事 ３億１，３５１万円

○交通安全施設設置 ３７４万円

○河川改良 ７２８万円

○ダム関連対策事業負担金 ２，３１８万円

消防費 １億４，８３７万円
○防火水槽設置工事 ２，６０３万円

○京都中部広域消防組合負担金 ８，２４４万円

教育費 ３億３，６８８万円
○小・中学校・幼稚園の管理 １億１，６０７万円

○学校給食費 ３，２５５万円

○集落公民館改修事業補助 ９８万円

○文化財保護事業 １５７万円

○体育協会補助・体育指導委員設置 ６３万円

一般会計【主なもの】

こう使った64億円

一般会計歳出
町民

一人当たりに
換算すると

町民
一人当たりの
歳出決算額

341，459円

平成１８年９月１日現在の
人口１７，７２３人で
計算しています。

農林水産業費

54，680円

衛生費

22，831円

民生費

50，104円

総務費

78，922円
公債費

63，331円

消防費

8，372円

教育費

19，008円

土木費

44，211円

乳児健診（瑞穂保健福祉センター）

合併記念式典（蒲生野中アリーナ）

町営バスの運行（和知中学校前、大倉）

黒大豆畑（富田）

町道東又線改良（東又地内）

瑞穂中体育祭

　 会 計 別  平成１７年度決算額
一般会計  ６４億６，８０９万円
特別会計・企業会計  ５３億８，３６７万円
国民健康保険事業 （事業勘定） ９億９，５５５万円
 （質美診療所） １，０９８万円
 （和知診療所） ２億３，４１９万円
 （和知歯科診療所） ４，８６０万円
老人保健  １２億６，６１３万円
介護保険事業  ８億 ９９１万円
水道事業  １０億６，１４２万円
下水道事業  ５億１，７８１万円
土地取得  ２７４万円
育英資金給付事業  ５２万円
町営バス運行事業  ４，８８４万円
宅地等開発事業  ２０７万円
瑞穂病院事業  ３億８，４９１万円

会
計
別
歳
出
決
算
額
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（SA、N=1,338）

1.道路の整備状況
2.鉄道の利便性

3.町営バスの利便性

4.公園・広場の整備状況

5.上水道の環境

6.下水道・水洗化の環境

7.ごみ対策やリサイクルの取組み

8.自然環境の保全

9.保健サービスの状況

10.高齢者・障害者等の福祉サービスの状況

11.医療サービスの状況

12.就学前までの子育て環境

13.子ども・青少年の教育環境
14.文化・教養・娯楽環境

15.スポーツ環境

16.農林水産業の状況

17.商工業の状況

18.観光レクリエーションの状況

19.雇用の場の状況

20.買い物などの日常生活上の利便性

21.まちの景観

22.集落、地域活動などまちづくり活動の状況

23.まちづくりへの住民参加

24.情報基盤の整備状況

25.国際交流・地域間交流

26.歴史的文化の保全・活用の状況

京
丹
波
町
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
、今
年
七
月
に
町
民
三
、〇
〇
〇
人
（
無
作
為
抽
出
）を
対

象
に
実
施
し
た
「
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
が
、こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
、九
月
二
十
八
日
に
開
催
し

た
総
合
計
画
審
議
会
の
第
二
回
会
合
で
示
し
ま
し
た
。

今
回
は
、こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
町
民
の
皆
さ
ん
の

意
向
な
ど
を
み
て
い
き
ま
す
。

回
答
率
は
四
四
・
六
％

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、十
八
歳
以
上（
平

成
十
八
年
七
月
一
日
現
在
）の
京
丹
波
町
住

民
基
本
台
帳
お
よ
び
外
国
人
登
録
か
ら
無
作

為
に
抽
出
し
た
三
、〇
〇
〇
人
を
対
象
に
実

施
。
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
満
足
度
や
、今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
重
要
施
策
な
ど
十
九
項
目
に

つ
い
て
尋
ね
、ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
率
は
四
四
・

六
％（
一
、
三
三
八
件
）で
し
た
。

回
答
者
を
年
齢
別
に
み
る
と
、六
十
代
が

最
も
多
く
全
体
の
二
三
・
八
％
、次
い
で
七
十

代
が
二
二
・
一
％
、五
十
代
が
、一
七
・
七
％
と

い
う
結
果
で
し
た
。

ま
た
、居
住
経
歴
別
で
は
、「
生
ま
れ
て
か

ら
ず
っ
と
旧
三
町
に
住
ん
で
い
る
」人
が
三
六
・

九
％
、「
旧
三
町
で
生
ま
れ
、他
の
市
町
村
へ
転

出
後
、再
び
転
入
し
た
」人
が
二
二
・
〇
％
、「
他

の
市
町
村
で
生
ま
れ
、旧
三
町
ま
た
は
京
丹

波
町
に
転
入
し
た
」
人
が
三
六
・
三
％
と
な
り

ま
し
た
。

京
丹
波
町
の
現
状
の
評
価

ま
ち
の
現
状
に
つ
い
て
、二
十
六
項
目
ご
と

に
五
段
階
評
価
を
求
め
た
結
果（
図
１
）、満

足
傾
向
に
あ
る
の
は
、「
下
水
道
・
水
洗
化
の

環
境
」
が
最
も
高
く
三
・
七
ポ
イ
ン
ト（
以
下

「
Ｐ
」
）。
次
い
で
、「
上
水
道
の
環
境
」
が
三
・

六
Ｐ
、「
ご
み
対
策
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組

み
」が
三
・
四
Ｐ
と
い
う
結
果
で
し
た
。

一
方
、不
満
傾
向
に
あ
る
の
は
、「
雇
用
の
場

の
状
況
」
が
最
も
低
く
二
・
一
Ｐ
、次
い
で「
鉄

道
の
利
便
性
」が
二
・
二
Ｐ
、「
商
工
業
の
状
況
」

が
二
・
五
Ｐ
で
し
た
。

ま
ち
の
魅
力
は
「
緑
」
と
「
食
」

「
京
丹
波
町
の
魅
力
を
町
外
の
人
に
紹
介

す
る
と
き
に
自
慢
で
き
る
こ
と
は
」の
問
い
で
、

最
も
多
か
っ
た
の
が「
自
然
が
多
く
緑
豊
か
な

ま
ち
」（
七
三
・
〇
％
）で
、次
い
で
、「
マ
ツ
タ
ケ
、

ク
リ
、黒
豆
な
ど
お
い
し
い
食
材
が
多
い
ま
ち
」

（
五
一
・
九
％
）、「
人
情
味
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」（
二

二
・
九
％
）と
い
う
結
果
で
し
た
。（
図
２
）

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の

あ
り
方
に
つ
い
て

「
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、今
後
、京
丹
波

町
の
ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
進

め
る
べ
き
か
」に
つ
い
て
は
、全
体
的
に
バ
ラ
ン

ス
を
と
り
、各
事
業
を
平
均
的
に
取
り
組
む
べ

き（
四
九
・
六
％
）が
最
も
多
く
占
め
、次
い
で
、

「
立
ち
遅
れ
て
い
る
分
野
に
優
先
的
に
取
り

組
む（
各
事
業
が
縮
小
さ
れ
て
も
我
慢
す
る
）」

（
二
二
・
〇
％
）、「
重
点
事
業
を
決
め
て
集
中

的
に
取
り
組
む（
他
の
事
業
が
縮
小
ま
た
は

廃
止
さ
れ
て
も
我
慢
す
る
）
」（
一
四
・
九
％
）

と
い
う
結
果
で
し
た
。

ま
た
、各
分
野
に
お
け
る
今
後
の
主
要
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、図
３
か
ら
図
６
の
と

お
り
で
し
た
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

住
民
主
体
の
地
域
活
動
な
ど
を
推
進
す
る

た
め
に
効
果
的
な
取
り
組
み
や
仕
組
み
に
つ

い
て
尋
ね
た
結
果
は
、図
７
の
と
お
り
。
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
に
は「
活
動
へ
の
参
加
の
機
会
、

場
づ
く
り
」
を
進
め
る
と
と
も
に
、「
ま
ち
づ

く
り
や
地
域
活
動
組
織
の
育
成
」や「
人
材
の

発
掘
や
育
成
」
な
ど
、地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

が
必
要
だ
と
い
う
意
向
が
う
か
が
え
ま
す
。

総合計画
審議会情報

住民
アンケートの
結果まとまる11.7%

31.2%

10.4%

12.0%

13.2%

51.9%

17.0%

73.0%

22.9%人情味に
あふれるまち

自然が多く緑豊かなまち

保健・福祉サービスが
充実しているまち

松茸、栗、黒豆など
おいしい食材が多いまち

道路・上下水道・情報施設などの
生活基盤が充実したまち

伝統文化・芸術など
歴史を大切にするまち

住民による地域活動やボランティア
活動、まちづくり活動が盛んなまち

その他

不明・無回答

京丹波町の魅力について

生涯にわたる
健康づくりの推進

生涯学習・生涯スポーツによる
豊かな心身づくりの推進

行政と地域ぐるみの
福祉活動の充実

次代を担う
健全な子どもたちの育成

住民相談の充実

地域ぐるみの防災・
防犯協力体制の確立

その他

不明・無回答

町民が生涯安心して暮らすために必要な取り組み

8.5%

10.0%

6.8%

5.2%

26.4%

23.9%

5.8%

13.4%

※その他の内訳【人権尊重の推進（2.9％）、男女共同参画社会の確立（1.9％）、
　危機管理など防災体制の確立（6.8％）など】

おいしいコメ作りの推進

丹波ブランド産品の拡大

地域農林産物を利用した
加工業の育成と支援

道の駅など朝市での
産地直売体制の充実と強化

「生産―加工―流通―販売」の
包括的な取り組みの推進

地域に根ざした
食文化の継承と創造

その他

不明・無回答

「丹波ブランド」確立のために必要な取り組み

森林や農地の持つ
公益的機能の充実と確保

農林業後継者の育成

農林家、農林業団体、地域社会、
住民などとの連携と協力

豊かな自然環境を生かした
観光・レクリエーションの推進

下水道などの整備による
生活環境整備の推進

花づくり運動、清掃、
美化活動などの推進

その他

不明・無回答

美しい環境を守るために必要な取り組み

※その他の内訳【間伐の促進と間伐材の活用（6.0％）、
　優れた田園景観や街並みの保存と形成（7.2％）、など】

※その他の内訳【農作業体験などを通じた農村・都市交流の推進（6.8％）、
　伝統行事・芸能などの保全と伝承（3.4％）、など】

9.2%

10.9%

7.8%

19.9%

11.2%

9.4%

24.1%

7.5%

10.6%

14.2%

8.5%

7.5%

13.4%

13.5%

20.8%

11.4%

時間距離短縮に向けた
公共交通の利便性の向上

企業誘致などによる
働く場の確保

専業できる農林業の育成

子育て支援の推進（延長保育・
学童保育、医療費助成など

自然に恵まれた良好な
住環境の保全と整備

雇用情報の提供

その他

不明・無回答

若者たちが定住するために必要な取り組み

まちづくりや地域活動の
組織の育成

多様なボランティア
の育成

活動への参加の
機会、場づくり

人材の発掘と育成

住民のまちづくりへの関心を
高めるためのイベントの実施

各種活動に関する
情報の提供

各種活動団体相互の交流
やネットワークの充実

その他、不明・無回答

住民主体の地域活動などを推進するために効果的な取り組みや仕組み

図2 図3

図4 図5

図6 図7

※その他の内訳【それぞれの自主性にまかせる（8.9％）、
　特に取り組みが必要とは思わない（3.4％）など】

※その他の内訳【情報通信基盤の充実による情報水準の向上（4.0％）、公営住宅整備の推進（1.6％）、
　定住のための総合的な相談窓口の設置（2.8％）、空き家など住宅あっせん体制の整備（2.5％）など】

8.4%

11.8%

4.2%

4.7%

9.0%

4.8%

43.6%

13.6%

23.7%

17.5%

24.0%

32.5%

30.3%

37.9%

17.8%

33.4% 京丹波町のまちの
現状についての評価【全体】

図1

【図1】
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歳
出
決
算
額
は
六
四
億
六
、
八
〇
九
万
円
。
歳
入
総
額
か
ら
歳

出
総
額
を
差
し
引
き
、
さ
ら
に
平
成
十
八
年
度
へ
繰
り
越
し
た

一
、
八
九
一
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
四
億
八
二
四
万

円
の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
財
政
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
指
標
で
あ
る
経
常
収
支
比

率
は
九
三
・
六
％
。
経
常
収
支
比
率
と
は
、
町
税
な
ど
毎
年
度
経

常
的
に
収
入
で
き
る
一
般
財
源
を
、
人
件
費
や
公
債
費
（
道
路
や

施
設
を
整
備
す
る
た
め
に
借
り
入
れ
た
お
金
の
返
済
金
）
な
ど
毎

年
度
経
常
的
に
支
出
す
る
経
費
に
ど
れ
く
ら
い
充
て
て
い
る
か

を
み
る
も
の
で
す
。

こ
の
比
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
自
由
に
使
え
る
財
源
（
お
金
）
が

少
な
く
、
財
政
運
営
が
厳
し
く
な
り
ま
す
。
普
通
七
〇
―
八
〇
％

が
標
準
的
と
さ
れ
、
こ
れ
を
著
し
く
超
え
て
い
る
本
町
の
財
政
状

況
に
は
余
裕
が
な
く
、
硬
直
化
を
示
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
既
存

の
事
務
・
事
業
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
経
常
経
費
の
抑
制
に
努
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
合
併
に
伴
う

庁
舎
改
修
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
合
併
推
進
費
（
四
億
五

五
二
万
円
）、
和
知
地
区
の
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
整
備
（
二

億
七
、
六
一
五
万
円
）、
障
害
者
支
援
費
（
八
、
〇
〇
二
万
円
）、
担

い
手
農
家
の
支
援
・
特
産
物
作
付
助
成
な
ど
水
田
農
業
構
造
改
革

対
策
助
成
事
業
（
一
、
五
二
七
万
円
）、
町
道
の
改
良
・
舗
装
工
事

（
三
億
一
、
三
五
一
万
円
）
な
ど
。
こ
の
ほ
か
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り

支
出
し
ま
し
た
。

国
民
保
護
協
議
会
と

防
災
会
議
が
ス
タ
ー
ト

　
日
本
へ
の
武
力
攻
撃
事
態
な
ど
に
お
い
て
、
住
民
の
避
難
や
救
援
な
ど
の
国
民
保
護
措
置
を
行
う
た
め
に

必
要
な
事
項
を
定
め
る
国
民
保
護
計
画
の
策
定
を
目
指
す
「
京
丹
波
町
国
民
保
護
協
議
会
」
と
、

風
水
害
や
震
災
対
策
を
定
め
る
防
災
計
画
の
策
定
お
よ
び
そ
の
実
施
を
推
進
す
る
「
京
丹
波
町
防
災
会
議
」
が
発
足
し
、

と
も
に
九
月
二
十
七
日
、
町
中
央
公
民
館
で
第
一
回
会
合
を
開
き
ま
し
た
。

国
民
保
護
協
議
会
の
第
一
回
会
合
で
は
、
松
原
茂
樹
町
長
が
、
京
丹
波

町
に
お
け
る
国
民
の
保
護
に
か
か
る
計
画
策
定
に
つ
い
て
諮
問
。
そ
の
後

の
議
事
で
は
、
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
や
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

同
協
議
会
の
設
置
は
、
平
成
十
六
年
六
月
成
立
し
た
「
国
民
保
護
法
」

に
よ
る
も
の
。
法
律
で
は
、
市
町
村
は
国
や
都
道
府
県
、
指
定
公
共
機
関

な
ど
と
連
携
し
、
住
民
の
避
難
・
救
援
、
被
害
の
最
小
化
な
ど
国
民
保
護

措
置
を
実
施
す
る
役
割
を
担
い
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る

「
国
民
保
護
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
、
京
都
府
が
同
計
画
を
策
定
し
た
こ
と
を
受
け
、
本
町
は
今
年

度
中
に
、
同
協
議
会
で
の
審
議
を
経
て
国
民
保
護
計
画
を
策
定
す
る
予
定

で
す
。

ま
た
、
同
日
、
防
災
会
議
の
第
一
回
会
合
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
会
議
は
、
災
害
対
策
基
本
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
防
災
計
画
の

策
定
と
そ
の
実
施
の
推
進
の
た
め
に
設
置
し
た
も
の
で
、
本
町
は
、
同
会

議
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
風
水
害
対
策
を
盛
り
込
む
一
般
計
画
編
と
、

震
災
計
画
編
、
資
料
編
の
三
編
か
ら
な
る
「
京
丹
波
町
防
災
計
画
」
を
今

年
度
中
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

 

■国民保護協議会・防災会議委員（敬称略）
　会長／松原茂樹・京丹波町長

　氏　名

佐古　康廣

片平与志也

中村　　実

大和田　仁

横田　昇平

野口　武英

上田　　正

堀　郁太郎

山本　和之

野々村邦広

田渕　敬治

米田　義一

前田　貴宏

山村　孝秋

森　　良行

岡本　　勇

青木眞一郎

谷　　勝彦

堀　　吉宏

後藤　敏和

職名など

防災会議

氏名（役職）

同左

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

廣瀬仁久
（園部消防署丹波出張所長）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

南丹広域振興局企画総務部長

南丹広域振興局建設部長

南丹広域振興局健康福祉部長

南丹警察署長

町助役

町助役

町教育長

園部消防署副署長兼警防課長

町参事

日本郵政公社（丹波郵便局長）

西日本電信電話（株）
京都支店設備部長

関西電力（株）園部営業所長

町消防団長

町議会議長

船井医師会（丹波笠次病院長）

町区長会長

商工会（和知町商工会長）

町社会福祉協議会

国土交通省近畿地方整備局
福知山河川国道事務所長
陸上自衛隊第７普通科連隊
重迫撃砲中隊長

国民保護協議会の第1回会議（町中央公民館）

国民保護協議会

近
年
、
全
国
で
児
童
虐
待
事
件
や
児
童
相
談
所
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
本
来
、
子
ど
も
を
守
る
べ
き

立
場
に
あ
る
親
や
親
に
代
わ
る
保
護
者
の
「
子
ど
も
へ
の
虐
待
」
が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
の
防
止
や
早
期
発
見
・
対
応
に
は
、
住
民
、
地
域
、
学
校
、
医
療
機
関
な
ど
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
形
成
が
重
要
で
す
。

十
一
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」。
こ
の
機
会
に
、
地
域
に
住
む
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
児
童
虐
待
防
止
へ
の
理

解
を
深
め
、
子
ど
も
た
ち
を
注
意
深
く
「
見
守
る
目
」
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
概
要
●

京
丹
波
町
で
は
今
年
七
月
、「
京
丹
波
町
児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

同
会
議
は
、児
童
虐
待
防
止
法
の
改
正
に
伴
っ
て
発
足
し
た
も

の
で
、関
係
機
関
が
連
携
し
て
情
報
の
共
有
化
を
進
め
、虐
待
の
予

防
と
早
期
発
見
・
対
応
、相
談
体
制
の
整
備
な
ど
を
図
っ
て
い
く
の

が
ね
ら
い
で
す
。

同
会
議
は
、京
都
児
童
相
談
所
や
町
主
任
児
童
委
員
な
ど
児
童

福
祉
関
係
団
体
の
関
係
者
を
は
じ
め
、町
内
の
医
療
機
関
、学
校
・

幼
稚
園
、南
丹
保
健
所
、南
丹
警
察
署
な
ど
の
関
係
者
ら
十
五
人

で
構
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、具
体
的
な
児
童
虐
待
事
例
の
対
応
、

支
援
を
行
う
た
め
、児
童
相
談
所
や
保
健
所
な
ど
実
務
者
レ
ベ
ル

で
つ
く
る「
児
童
虐
待
防
止
実
務
者
会
議
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

同
会
議
の
全
体
像
は
図
１
の
と
お
り
。
町
保
健
福
祉
課
を
窓
口

と
し
て
、町
民
や
関
係
機
関
か
ら
受
け
た
相
談
・
通
報
を
児
童
相

談
所
や
保
健
所
な
ど
と
協
議
を
行
い
、事
態
の
危
険
度
や
緊
急
度

を
判
断
し
、実
務
者
会
議
な
ど
で
具
体
的
な
対
応
や
支
援
を
話
し

合
い
、そ
の
結
果
に
基
づ
き
、関
係
機
関
が
役
割
分
担
し
て
、適
切

な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

緊
急
を
要
す
る
場
合
は
、児
童
相
談
所
が
中
心
に
な
っ
て
、子
ど

も
の
安
全
確
保
を
行
い
ま
す
。

●
虐
待
を
よ
り
早
く
発
見
す
る
た
め
に
●

児
童
虐
待
は
、家
庭
と
い
う
密
室
で
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

虐
待
を
発
見
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、児
童
虐
待
が
起
こ
っ
た

事
例
な
ど
を
み
る
と
必
ず
、虐
待
の
兆
候
と
思
わ
れ
る
で
き
ご
と

が
表
れ
て
い
る
こ
と
が
後
で
わ
か
り
ま
す
。

保
護
者
か
ら
子
ど
も
へ
の
虐
待
行
為
は
、子
ど
も
の
心
身
に
深

刻
な
影
響
を
与
え
る
前
に
、よ
り
早
く
発
見
し
て
対
処
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、身
近
な
住
民
、地
域
、保
健
と
福

祉
・
教
育
、医
療
機
関
の
専
門
家
な
ど
が
、子
ど
も
た
ち
の
異
常
に

早
く
気
づ
く
こ
と
で
す
。
虐
待
の
兆
候
を
見
つ
け
た
り
、気
づ
い
た

り
し
た
と
き
は
、次
へ
相
談（
通
告
）し
て
く
だ
さ
い
。

■
主
な
相
談
機
関

○
保
健
福
祉
課 

電
話
／
八
二
―
一
八
〇
〇

○
京
都
児
童
相
談
所 

電
話
／
〇
七
五
―
四
三
二
―
三
二
七
八

○
南
丹
保
健
所 

電
話
／
六
二
―
四
七
五
一

①児童虐待とは

②こんなことが「虐待のサイン」

殴る、蹴る、熱湯をかける、タバコの火を押
し付ける、戸外に閉め出すなど

身体的虐待
子どもへの性的行為の強要、強要して子ど
もの裸を写真やビデオに撮ることなど

性的虐待

家に閉じこめる、適切な食事を与えない、病
気やケガをしても病院へ連れて行かない、
ひどく不潔のままにするなど

ネグレクト
言葉によるおどし、冷たく接する、きょうだ
い間の差別的な扱いなど

心理的虐待

○不自然な傷（あざ、やけど）が絶えない
○身体、衣服がいつも不潔
○夜遅くまで外で遊んだり、うろついたりし
ている
○表情が乏しく元気がない
○常にお腹を空かせていて、与えると隠す
ようにガツガツ食べる
○極端にやせていたり、身長が異常に低い

子どもの様子
○子どもが病気やケガをしても病院へ連れ
て行かない
○小さな子どもを置いてひんぱんに出かける
○食事をきちんとさせず、身の回りの世話
もしない
○飲酒し暴れることがたびたびある
○地域の中で孤立し、子どもに関する他人
の意見に被害的、攻撃的になりやすい

○子どもへの態度や言葉が否定的で冷たい

親の様子

　これらのサインがあるからといって、すぐに「虐待」と決めつけることは適当で
はありませんが、常に虐待やその兆候を見逃さず、受け止めることが大切です。

【図１】京丹波町児童虐待防止ネットワーク（全体像）

○事態の危険度
や緊急度の判
断

○緊急でなくと
も検討を要す
る場合の個別
ケース検討会
議の開催判断

○会議の招集メ
ンバー（機関）
の決定

緊急を要する場
合、児童相談所
が中心になって、
子どもの安全確
保を行う。

○保健センター

○保健所

○保育所・幼稚園・
　学校・教育委員会

○民生児童委員・
　主任児童委員
　
○病院

○警察

○地域子育て支援
　センター
　（子育て支援課）

○児童相談所

○その他の関係機関

ネットワーク
による支援

個別ケース検討
会議で話し合わ
れた方向性をも
とに、各関係機関
・職種が役割分担
をし、子どもと親
に対して適切な支
援を行う。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
・
実
務
者
会
議

・
個
別
ケ
ー
ス
検
討
会
議

受理会議（緊急受理会議）
・児童相談所、保健所、市町村

処遇
検討会議
の招集・
日程調整

通報
連絡
相談

地域住民 関係機関

保健福祉課

判定

相談・通報

相談・通告の受理
（ネットワーク会議
事務局）
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合
併
か
ら
一
年
が
経
過
し
た
。
町
で

は
、
総
合
計
画
審
議
会
の
議
論
が
本
格

化
し
始
め
、
国
民
保
護
協
議
会
や
防
災

会
議
も
発
足
し
、
国
民
保
護
計
画
や
防

災
計
画
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

障
害
福
祉
を
め
ぐ
る
二
つ
の
計
画
策

定
作
業
や
、
地
域
医
療
対
策
審
議
会
で

の
議
論
も
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
。
合

併
二
年
目
に
突
入
し
、
京
丹
波
町
は
将

来
を
見
据
え
て
大
き
く
動
き
出
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
町
の
大
き
な
動
き
を

し
っ
か
り
と
伝
え
、
説
明
し
、
情
報
の

共
有
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
広
報
紙

の
役
割
で
あ
り
、
必
要
性
が
叫
ば
れ
て

久
し
い
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の

第
一
歩
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
合
併
一
周

年
に
あ
た
り
、
改
め
て
広
報
紙
の
あ
り

方
、
役
割
を
考
え
さ
せ
ら
れ
て
い
る
今

日
こ
の
ご
ろ
だ
。
　
　
　
　
　
　（
Ｙ
）

編
集
後
記

広
報
京
丹
波
お
知
ら
せ
版
（
八
月
号
）
の
「
九

月
十
日
は
『
下
水
道
の
日
』
で
す
」
の
記
事
を
見

て
ペ
ン
を
と
り
ま
し
た
。

月
に
二
回
、
下
水
道
の
マ
ス
な
ど
を
掃
除
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
時
わ
た
し
は
重
曹
（
重
炭
酸
ソ

ー
ダ
の
略
）
を
使
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
作
業
着
な
ど
汚
れ
の
激
し
い
衣
類
な
ど
は
、

耳
か
き
一
杯
程
度
の
ク
エ
ン
酸
と
、
洗
剤
ス
プ
ー

ン
三
杯
の
重
曹
、
洗
剤
を
少
し
入
れ
て
洗
た
く
す

る
と
汚
れ
が
よ
く
落
ち
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
重
曹

を
使
っ
て
お
湯
で
食
器
を
洗
う
と
ツ
ル
ツ
ル
に
な

り
ま
す
し
、
魚
焼
き
グ
リ
ル
の
ヌ
メ
リ
も
き
れ
い

に
落
ち
ま
す
。
一
度
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

重
曹
を
使
う
と
浄
化
槽
に
も
良
く
、
環
境
に
も

や
さ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
五
十
九
歳
の
女
性
）

〒６２２－０２９２（住所不要） 
京丹波町企画情報課広報京丹波
「わくわくＢＯＸ」係
ファックス／８２－２５００　
Ｅメール／kikaku30@town.
　　　　  kyotamba.kyoto.jp

送り先

このコーナーは、「身近に起こっ
た出来事」や「感動したこと」、「み
んなに教えてあげたい・わたしの健
康術」、「こんなサークル活動始め
ました」、「まちづくりについての意
見」、「広報紙への感想」、「イラスト・
絵画・写真」、「エッセイ・詩・俳句、
川柳」など、読者の皆さんの身近な
情報発信としてご利用ください。
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地
域
自
立
支
援
協
議
会

が
発
足

親
父
の
料
理
教
室
を
開
催

郷
土
文
化
の
普
及
向
上
を
目
指
し
て

質
志
鐘
乳
洞
公
園

来
場
者
三
十
五
万
人
突
破

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
確
保
や

関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、障
害
者
基
本
法

と
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
う
障
害
者
を
め
ぐ

る
二
つ
の
計
画
策
定
な
ど
を
目
指
す「
京
丹
波
町
地
域
自
立

支
援
協
議
会
」が
八
月
三
十
日
に
発
足
し
ま
し
た
。

協
議
会
委
員
は
、議
会
議
員
や
身
体
・
知
的
障
害
者
相
談
員
、障
害
者
福
祉
施

設
関
係
者
ら
十
五
人
。
同
日
、瑞
穂
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
和
田
）で
行
っ
た
第

一
回
の
会
合
で
は
、会
長
に
上
田
良
一
さ
ん（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）、副
会
長
に

一
谷
静
夫
さ
ん（
身
体
障
害
者
福
祉
会
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
今
年
度
、障
害
者
福
祉
施
策
の
方
針
や
目
標
を
定
め
る
長
期
計

画
「
障
害
者
計
画
」
と
、障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
具
体
的
内
容
を
ま
と
め
る
短
期

計
画
「
障
害
福
祉
計
画
」の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

九
月
二
十
七
日
に
は
第
二
回
の
会
合
を
瑞
穂
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
い
、ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
障
害
福
祉
を
取
り
巻
く
課
題
の
解
決
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア

や
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

質
志
鐘
乳
洞
公
園
の
入
場
者
が
、九

月
十
日
に
三
十
五
万
人
を
突
破
。
同
日
、

同
公
園
で
記
念
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
十
五
万
人
目
の
来
場
者
と
な
っ
た

の
は
、大
阪
府
枚
方
市
か
ら
家
族
で
訪
れ

た
中
野
安
優
美
さ
ん
。
中
野
さ
ん
一
家
に

は
花
束
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

質
志
鐘
乳
洞
公
園
が
開
園
し
た
の
は

平
成
五
年
八
月
。
以
来
、京
阪
神
な
ど
か

ら
順
調
に
観
光
客
を
集
め
、十
三
年
間
で

来
場
者
三
十
五
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

和
知
中
で
初
の

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

和
知
中
学
校
（
友
松
勝
之
校
長
、
生
徒
数
百
二

人
）
の
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
九
月
二
十
六
日
、

同
校
で
行
わ
れ
、
各
学
年
か
ら
選
ば
れ
た
十
六
人

の
生
徒
が
、
英
語
で
自
己
紹
介
や
修
学
旅
行
、
夏

休
み
の
思
い
出
を
発
表
し
、
他
の
生
徒
や
保
護
者
、

地
元
須
知
高
校
の
教
師
ら
が
見
守
る
中
、
日
ご
ろ

の
学
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
英
語
で
話
す
力
や
自
分
の

考
え
を
表
現
す
る
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

同
校
が
初
め
て
開
催
。
発
言
席
に
立
っ
た
生
徒
た

ち
は
、
緊
張
し
な
が
ら
も
落
ち
着
い
て
英
語
で
ス

ピ
ー
チ
し
、
発
表
を
終
え
、
会
場
に
拍
手
が
わ
き

上
が
る
と
、
安
ど
と
達
成
感
の
あ
る
表
情
を
浮
か

べ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
九
月
二
十
二
日

か
ら
交
換
留
学
と
し
て
和
知
地
区
を
訪
れ
た
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
タ
イ
エ
リ
カ
レ
ッ
ジ
の
生
徒
や

引
率
の
教
師
ら
十
人
も
参
加
。
生
徒
た
ち
の
ス
ピ

ー
チ
に
あ
た
た
か
い
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

町
有
地
の
放
置
車
防
止
へ

町
有
地
な
ど
公
共
の
場
所
に
放
置
さ
れ
た

車
、
自
転
車
、
バ
イ
ク
に
つ
い
て
一
定
の
手

続
き
を
踏
め
ば
、
町
が
撤
去
で
き
る
こ
と
な

ど
を
定
め
た
「
放
置
車
防
止
条
例
」
が
九
月

議
会
定
例
会
で
可
決
。
九
月
二
十
九
日
に
施

行
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
町
は
、
町
有
地
な
ど
に
放
置

さ
れ
た
車
や
自
転
車
の
所
有
者
を
調
査
し
、

持
ち
主
が
判
明
し
な
い
と
き
は
、
車
体
に
警

告
書
を
貼
り
、
二
週
間
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ

て
い
れ
ば
、
車
両
を
移
動
さ
せ
て
、
町
で
六

カ
月
保
管
。
そ
の
後
も
所
有
者
が
現
れ
な
い

場
合
は
、
町
が
廃
棄
や
売
却
を
行
い
ま
す
。

現
在
、
町
有
地
に
は
車
二
台
が
放
置
さ
れ

て
お
り
、
警
察
に
照
会
す
る
な
ど
調
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。

京
丹
波
町
文
化
協
会
の
設
立
総
会
が
九

月
十
五
日
、町
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、

町
内
の
各
種
文
化
サ
ー
ク
ル
や
民
芸
団
体
の

関
係
者
ら
約
四
十
人
が
参
加
。
規
約
や
今
年

度
の
事
業
計
画
、予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

同
協
会
の
設
立
に
あ
た
っ
て
、丹
波
・
瑞
穂
・

和
知
の
文
化
サ
ー
ク
ル
・
民
芸
団
体
の
関
係

者
ら
が
今
年
六
月
か
ら
協
議
を
開
始
。
旧
和

知
町
文
化
協
会
の
組
織
形
態
を
ベ
ー
ス
と
し

て
京
丹
波
町
文
化
協
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

同
協
会
に
は
舞
踊
や
大
正
琴
な
ど
の
サ
ー

ク
ル
・
同
好
会
、和
知
地
区
の
各
民
芸
保
存

会
な
ど
五
十
三
団
体
が
加
盟
。
初
代
会

長
に
就
任
し
た
山
内
勝
次
さ
ん（
升
谷
）

は
「
文
化
活
動
の
盛
ん
な
町
は
活
気
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
関
係
団
体
が
お

互
い
の
良
さ
を
吸
収
し
合
い
、郷
土
文

化
の
向
上
と
発
展
を
目
指
し
て
い
き
た

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

役
員
は
次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

会
長
／
山
内
勝
次（
升
谷
）

副
会
長
／
大
崎
孝
雄（
水
戸
）

▼
山
内
二
三
男（
井
脇
）

中
高
年
の
男
性
を
対
象
と
し
た
「
ワ
ン
コ

イ
ン
ク
ッ
キ
ン
グ『
親
父（
お
や
じ
）の
料
理
教

室
』
」
が
九
月
十
六
日
、町
中
央
公
民
館（
蒲

生
）の
調
理
実
習
室
で
開
催
さ
れ
、町
内
の
中

高
年
男
性
六
人
が
参
加
。
講
師
の
京
丹
波
町

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会（
く
る
み
の
会
）

丹
波
支
部
の
メ
ン
バ
ー
ら
に
、揚
げ
物
や
ス
ー

プ
な
ど
の
料
理
を
教
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、近
年
、共
働
き
が
多
い
中
、

男
性
に
も
家
事
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
な
ど
を
目
的
に
、町
教
育
委
員
会
と
、く

る
み
の
会
丹
波
支
部
が
初
め
て
開
催
。
教
室

に
参
加
し
た
山
本
達
雄
さ
ん（
塩
田
谷
）は「
妻

の
勧
め
も
あ
り
参
加
し
た
。こ
れ
を
機
に
家

で
も
料
理
を
や
っ
て
み
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

10

ワークショップでアイデアを出し合う委員（瑞穂保健福祉センター）

花束を受けとる中野さん一家（質志鍾乳洞公園事務所前）

英語でスピーチする生徒（和知中学校）

あいさつをする山内会長（町中央公民館） くるみの会丹波支部のメンバー（右）に料理を教わる参加者（町中央公民館調理実習室）

人口 17,691(－32）
男 

8,406（－13）
女 

9,285（－19）
世帯数 6,492（－13）

わたしたちの町

10月1日現在／（　）は前月比
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丹波高原につつまれ 人の交流・連携で築く ぬくもりと躍動のあるまち

初めての乗馬に
ドキドキ、ワクワク
　８月５日に和知地区出野の「ヤマモリふぁーむ」
で開催した「親子四季体験教室」のひとコマ。
参加した子どもたちは、胸をドキドキ、ワクワク
させながら、初めての乗馬を楽しんでいました。

華麗にバトンパス
運動会の花形競技といえばやっぱりリレー。
クラスが一致団結し、バトンをつないで
いました。（蒲生野中学校体育祭でのひ
とコマ）

このコーナーは、町営バスの利用実態を皆さんにご理解いただくため、
毎月、１カ月間の路線ごとの町営バス利用状況をお知らせしています。

 
路線名

  利用者数（人）
   一般 生徒学生など 計

丹 波 和 知 線

丹 波 桧 山 線

高 原 下 山 線

竹 野 線

小 野 鎌 谷 線

猪鼻戸津川線

質 美 線

仏 主 線

長 瀬 線

才 原 大 簾 線

上 乙 見 線

合 計

丹 波 和 知 線

丹 波 桧 山 線

高 原 下 山 線

竹 野 線

小 野 鎌 谷 線

猪鼻戸津川線

質 美 線

仏 主 線

長 瀬 線

才 原 大 簾 線

上 乙 見 線

合 計

680（－401）

72（－ 40）

237（－ 28）

66（＋ 15）

292（＋ 51）

336（＋ 48）

767（＋121）

423（－ 49）

485（－112）

143（－ 33）

49（－ 6）

3,550（－434）

　6月  

747

73

226

66

388

296

722

457

528

208

51

3,762

　7月  

758

73

184

86

294

298

664

377

457

150

28

3,369

　8月  

1,081

112

265

51

241

288

646

472

597

176

55

3,984

　9月  

680

72

237

66

292

336

767

423

485

143

49

3,550

3,644（＋3,622）

2,293（＋2,293）

2,766（＋2,766）

0（± 0）

946（＋ 724）

604（＋ 480）

1,486（＋1,081）

727（＋ 309）

734（＋ 442）

2,344（＋ 960）

1,964（＋1,812）

17,508（＋14,489）

4,324（＋ 3,221）

2,365（＋ 2,253）

3,003（＋ 2,738）

66（＋ 15）

1,238（＋ 775）

940（＋ 528）

2,253（＋ 1,202）

1,150（＋ 260）

1,219（＋ 330）

2,487（＋ 927）

2,013（＋ 1,806）

21,058（＋14,055）

路線名

（　）は前月比
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町
で
は
こ
の
ほ
ど
、小
型
バ
ス（
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
型
、
３４
人
乗
り
）１
台
、中
型
バ
ス

（
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
型
、
５９
人
乗
り
）２
台
の
計
３
台
の
新
車
両
を
導
入
し
、
１０
月
２
日

か
ら
運
行
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
車
両
更
新
は
、合
併
に
伴
い
旧
瑞
穂
町
か
ら
引
き
継
い
だ
中
型
バ
ス（
平

成
３
年
式
、
５１
人
乗
り
）の
老
朽
化
に
よ
る
も
の
。い
ず
れ
の
車
両
も
購
入
か
ら
１５

年
が
経
過
し
、安
全
性
の
面
に
お
い
て
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
新
し
い
車
両
に
切

り
替
え
ま
し
た
。

新
車
両
は
す
べ
て
、低
床
型
で
ス
ロ
ー
プ
付
き
。
車
内
の
座
席
間
が
広
く
、ゆ
っ
た

り
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、車
イ
ス
で
も
利
用
で
き
る
な
ど
、高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
人
に
配
慮
し
た
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、小
型
バ
ス
は
瑞
穂
地
区
の
小
野
・
鎌
谷
線（
桧
山
―
瑞
穂
病
院
―
鎌
谷

奥
）で
、中
型
バ
ス
は
丹
波
地
区
の
各
路
線
、瑞
穂
地
区
の
質
美
線（
桧
山
―
瑞
穂

病
院
―
下
山
駅
）で
運
行
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、車
両
後
部
の
電
光
表
示
板
に
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
が
発
光
し
て
い
る
と
き
は
、京

丹
波
町
役
場
へ
速
や
か
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

おそれ入りますが、車イスでご利用される方は、
事前に企画情報課までご連絡ください。

企画情報課交通対策係　電話８６－３８０１
高齢者や障害のある人に配慮した

スロープ付き
ノンステップ型の小型バス（桧山バスターミナル）

車両後部の非常表示灯

中型バス（町中央公民館前）


